　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

日頃より、子どもたちの健やかな成長のためにご尽力いただきありがとうございます。
私たちは、この度の福島第一原発事故に起因する食品の放射能汚染が、子どもの給食に与える影響を大変危惧しております。
周知の通り、現在では野菜に始まって、肉や魚、乳製品など多品目の食品で放射性物質が検出されています。秋になれば、主食である米の汚染も現実のものとなります。
国は暫定基準値を定め、それ以下であれば安全としていますが、基準値については専門家の中でも意見が分かれており、決して十分に安全性が証明された基準ではありません。また検査体制につきましても十分といえる状況ではなく、高度に汚染された食品が市場に出回る可能性を否定できません。実際に基準値を超えて汚染された牛肉が検査から漏れて市場に出回り、学校給食にも使われてしまいました。
子どもたちは給食の食材を選ぶことができません。出されたものを、食べるしかないのです。
成長過程にある子どもにおいて、放射性物質による内部被ばくが、大きな健康被害を及ぼすことは多くの専門家が指摘しています。
子どもたちが健やかに成長するために、安全な食品による給食の提供が必要不可欠です。
　子どもは地域の未来を担ってゆく大切な存在です。この問題に関して、ぜひ我々保護者と一緒に考えて頂けませんでしょうか。お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、別紙の質問につきましてご回答いただきたくお願い申し上げます。
　　　　年　　月　　日までに以下連絡先までお知らせいただければ幸いです。

連絡先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

給食に関する質問

以下、給食の安全性に関する質問にご回答いただきますようお願いいたします。
（1） メニューごとの食材の細かい産地を把握していますか？

（2） （１）の産地について情報公開する予定はありますか？

（3）   放射性物質摂取の可能性を不安に思う保護者がお弁当の持参を希望した場合、給食費はどのようになりますか？

（4） 現在の給食は、子どもにとって安全だとお考えですか？その根拠についてもお答えください。

（5） 地産の食材が、放射能によって汚染された場合の対策を教えて下さい。

（6）  安全な食品による給食を維持するために、今後どのような対策を行う予定ですか？

今回の質問は以下　　　　　名でお願いしております。
（※　５名以上の場合は別紙を添えます。）
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